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病害虫発生予報 第６号（９月予報）  

 

和 歌 山 県 農 作 物 病 害 虫 防 除 所   

＜予報の概要＞  

作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  

水 稲  

 

 

 

 

 

い も ち 病  

紋 枯 病  

ト ビ イ ロ ウ ン カ  

イ チ モ ン ジ セ セ リ

コ ブ ノ メ イ ガ  

斑 点 米 カ メ ム シ 類  

や や 多  

並  

並  

並  

や や 少  

並  

野 菜 ・ 花

き 全 般  

 

 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

ハ ス モ ン ヨ ト ウ  

や や 少  

並  

並  

や や 多  

カ ン キ ツ  

 

 

 

黒 点 病  

か い よ う 病  

ミ カ ン ハ ダ ニ  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

や や 多  

並  

や や 少  

や や 少  

ト マ ト ・

ミ ニ ト マ

ト  

黄 化 葉 巻 病  

 

並  

 

ダ イ コ ン  

ハ ク サ イ  

キ ャ ベ ツ  

コ ナ ガ  

 

 

並  

 

 

カ キ  

 

 

 

 

炭 疽 病  

う ど ん こ 病  

円 星 落 葉 病  

角 斑 落 葉 病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

や や 多  

や や 少  

並  

並  

並  
野 菜 ・ 花

き 全 般  

 

 

ア ブ ラ ム シ 類 お よ び ア

ブ ラ ム シ 類 媒 介 の ウ イ

ル ス 病  

ハ ダ ニ 類
 

並  

 

 

並  
果 樹 全 般  カ メ ム シ 類  

 

並 ～ や や 多  

 

 

気象予報  

 近 畿 地 方  １ か 月 予 報 （ 08/21～ 09/20）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ）  

 
 
 
 
 
 

天候
近畿日本海側では、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比
べ晴れの日が少ないでしょう。近畿太平洋側では、平年と同様に
晴れの日が多いでしょう。

日照時間
日照時間は、近畿日本海側で平年並または少ない確率ともに40％
です。

気温 １週目は、平年並の確率50％です。

気温 ２週目は、平年並の確率50％です。

　2021年08月19日14時30分 大阪管区気象台 発表

向こう１か月
08/21～09/20

１週目
08/21～08/27

２週目
08/28～09/03

10

20

20
日照時間

近畿
太平洋側

気  温 近畿地方

降水量
近畿

太平洋側

30 40 30

30 40 30

40 30 30

低い（少ない） 平年並 高い（多い）



  

Ⅰ．水  稲  

 

 １ ． い も ち 病 （ 穂 い も ち ）  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 お よ び 中 部 の 普 通 期 栽 培 に お け る ８ 月 上 中 旬 の 葉 い も ち の 発 生 ほ

     場 率 は 46％ （ 平 年 24％ ） 、 発 病 株 率 は 9.7％ （ 平 年 6.3％ ） で あ っ た 。  

    ②  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  い も ち 病 に 感 受 性 が 高 い 品 種 （ 「 キ ヌ ヒ カ リ 」 等 ） の 作 付 ほ 場 で は 今 後

の 気 象 推 移 に 注 意 す る 。  

    ②  常 発 地 で は 次 作 か ら 、 い も ち 病 に 感 受 性 が 高 い 品 種 の 作 付 け を 避 け る 。  

    ③  病 害 虫 防 除 技 術 情 報 第 ７ 号 （ ８ 月 16 日 発 表 ） を 参 照 す る 。  

 

 ２ ． 紋 枯 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 お よ び 中 部 の 普 通 期 栽 培 に お け る ８ 月 上 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 21％  

 （ 平 年 25％ ） 、 発 病 株 率 は 2.8％ （ 平 年 3.8％ ） で あ っ た 。  

②  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  発 生 が 多 い ほ 場 で は 、 次 作 の 伝 染 源 と な る 菌 核 の 形 成 が 多 く な る 。 次 作

は 密 植 に な ら な い よ う 注 意 し 、 防 除 を 徹 底 す る 。  

 

 ３ ． ト ビ イ ロ ウ ン カ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

①  ８ 月 中 旬 の 25 株 あ た り 生 息 密 度 は 、 県 北 部 の 普 通 期 栽 培 で は ０ 頭 （ 平

年 0.5 頭 ） 、 ８ 月 上 旬 の 県 中 部 の 普 通 期 栽 培 で は ０ 頭 （ 平 年 3.0 頭 ） で

あ っ た 。  

②  予 察 灯 に よ る ８ 月 １ ～ 20 日 の 飛 来 数 は 、 紀 の 川 市 ０ 頭 （ 平 年 4.3 頭 ） 、

上 富 田 町 ０ 頭 （ 平 年 3.6 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ト ビ イ ロ ウ ン カ の 発 生 量 は 地 域 間 や ほ 場 間 で 大 き な 差 が あ る た め 、 ほ 場

     毎 に 発 生 状 況 を 確 認 す る 。 な お 、 同 一 ほ 場 内 に お い て も 発 生 に 偏 り が あ り

     局 所 的 に 多 発 す る こ と か ら 、 ほ 場 の 全 体 を よ く 観 察 す る 必 要 が あ る 。   

    ②  本 種 は 増 殖 率 が 高 い た め 、 現 在 は 低 密 度 の ほ 場 で も 坪 枯 れ 被 害 を 引 き 起  

    こ す 恐 れ が あ る 。 定 期 的 に 発 生 状 況 を 確 認 し 、 １ 株 あ た り ５ 頭 以 上 の 成 ・  

    幼 虫 を 確 認 し た ら 、 早 急 に 薬 剤 防 除 を 実 施 す る 。  

    ③  本 種 は 株 元 に 生 息 す る の で 、 薬 液 が 株 元 に 十 分 到 達 す る よ う に 散 布 す

る 。  

 

 ４ ． イ チ モ ン ジ セ セ リ （ イ ネ ツ ト ム シ ）  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  ８ 月 上 中 旬 の 25 株 あ た り ツ ト 数 は 、 県 北 部 の 普 通 期 栽 培 で は ０ （ 平 年  

     0.1） 、 県 中 部 の 普 通 期 栽 培 で は ０ （ 平 年 0.0） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ８ 月 下 旬 ～ ９ 月 上 旬 に 蛹 化 し ９ 月 中 旬 以 降 に 成 虫 と な る た め 、 防 除 の 必  

     要 は な い 。  

 

 ５ ． コ ブ ノ メ イ ガ  



  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  ８ 月 上 中 旬 の 25 株 あ た り 被 害 葉 数 は 、 県 北 部 の 普 通 期 栽 培 で は 0.1 葉

     （ 平 年 0.3 葉 ） 、 県 中 部 の 普 通 期 栽 培 で は ０ 葉 （ 平 年 1.8 葉 ） で あ っ た 。  

    ②  紀 の 川 市 の 蛍 光 灯 誘 殺 箱 に よ る ８ 月 １ ～ 15 日 の 成 虫 誘 殺 数 は 、 ０ 頭 （ 平

     年 5.7 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ９ 月 以 降 は 被 害 葉 率 が 高 く て も 減 収 率 は 低 い 。 ま た 、 次 世 代 幼 虫 の 出 現  

     が な い た め 、 防 除 の 必 要 は な い 。  

 

 ６ ． 斑 点 米 カ メ ム シ 類  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  す く い 取 り 調 査 （ 捕 虫 網 20 回 振 り ） に よ る ８ 月 上 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 お

よ び 平 均 成 虫 数 は 、 県 北 部 の 普 通 期 栽 培 で 75％ （ 平 年 73％ ） 、 9.6 頭 （ 平

年 7.6 頭 ） 、 県 中 部 の 普 通 期 栽 培 で 75％ （ 平 年 80％ ） 、 2.5 頭 （ 平 年 7.3 

     頭 ） で あ っ た 。  

    ②  予 察 灯 に よ る ８ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 98 頭 （ 過 去 ５ 年 の 平

均 174.0 頭 ） 、 上 富 田 町 ８ 頭 (平 年 11.0 頭 )で あ っ た 。     

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  晩 生 品 種 で は 、 乳 熟 期 ～ 糊 熟 期 に 薬 剤 を 散 布 す る 。  

 

※  水 稲 害 虫 の 発 生 動 向 に つ い て は 、 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ 内 農 作

  物 病 害 虫 防 除 所 の 水 稲 害 虫 の 予 察 灯 誘 殺 消 長 も 参 考 に す る 。  

 

 

Ⅱ．野菜・花き  

 

＜トマト、ミニトマト＞  

 １ ． 黄 化 葉 巻 病   

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 中 部 の 露 地 栽 培 ミ ニ ト マ ト に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 100％

（ 平 年 76％ ） 、 発 病 株 率 は 18％ （ 平 年 29.7％ ） で あ っ た 。  

②  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  媒 介 虫 で あ る タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 防 除 を 徹 底 す る 。  

②  発 病 株 は 伝 染 源 と な る た め 、 見 つ け 次 第 抜 き 取 り 、 直 ち に 土 中 に 埋 め る

    か 、 ビ ニ ル 袋 に 密 封 し て 完 全 に 枯 死 さ せ て か ら 処 分 す る 。  

    ③  促 成 栽 培 で は 、 生 育 初 期 に 感 染 す る と 被 害 が 大 き く な る た め 、 育 苗 期 の

定 期 的 な 薬 剤 散 布 お よ び 定 植 期 の 粒 剤 処 理 に よ り 、 感 染 適 期 で あ る 育 苗 期

か ら 本 ぽ 初 期 （ ８ ～ 10 月 ） の タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 防 除 を 徹 底 す る 。 ま た 、 施

設 開 口 部 に 目 合 い 0.4mm 以 下 の 防 虫 ネ ッ ト を 展 張 し 、 侵 入 を 防 止 す る 。 さ

ら に 、 外 張 り 資 材 に 紫 外 線 除 去 フ ィ ル ム を 使 用 す る と 侵 入 防 止 効 果 が 高 ま

る 。  

 

＜ダイコン、ハクサイ、キャベツ＞  

 １ ． コ ナ ガ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  



  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ８ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 和 歌 山 市 ０ 頭 （ 平

年 0.6 頭 ） 、 紀 の 川 市 ２ 頭 （ 平 年 ０ 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 １ ． ア ブ ラ ム シ 類 お よ び ア ブ ラ ム シ 類 媒 介 の ウ イ ル ス 病 （ 露 地 野 菜 全 般 ）  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ８ 月 中 旬 の ワ タ ア ブ ラ ム シ の 発 生 ほ 場 率

は 13％ （ 平 年 14％ ） 、 生 息 葉 率 は 0.5％ （ 平 年 1.9％ ） 、 モ モ ア カ ア ブ ラ

ム シ の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ： 発 生 ほ 場 率 ３ ％ 、 生 息 葉 率 0.2％ ） で あ

っ た 。  

    ②  ア ブ ラ ム シ 類 の 黄 色 水 盤 （ 紀 の 川 市 ） へ の ８ 月 １ ～ 20 日 の 飛 来 数 は 、  

     27 頭 （ 平 年 66.7 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ア ブ ラ ム シ 類 媒 介 の ウ イ ル ス 病 は 、 シ ル バ ー マ ル チ と 薬 剤 防 除 を 併 用 し

て ア ブ ラ ム シ 類 の 防 除 を 行 う 。  

    ②  ハ ク サ イ 等 の 育 苗 で は 、 防 虫 ネ ッ ト で 被 覆 し て 有 翅 虫 の 飛 来 を 防 ぐ 。  

 

 ２ ． ハ ダ ニ 類  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ８ 月 中 旬 の カ ン ザ ワ ハ ダ ニ の 発 生 ほ 場 率

は 25％ （ 平 年 20％ ） 、 生 息 葉 率 は 1.0％ （ 平 年 5.2％ ） 、 ナ ミ ハ ダ ニ の 発

生 ほ 場 率 は 13％ （ 平 年 ９ ％ ） 、 生 息 葉 率 1.5%（ 平 年 2.5％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  

    ②  薬 剤 散 布 に あ た っ て は 薬 液 が 葉 裏 に 十 分 か か る よ う に 行 う 。  

  

 ３ ． ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 13％ （ 平 年 55

％ ） 、 生 息 葉 率 は 0.5％ （ 平 年 12.5％ ） で あ っ た 。  

    ②  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  促 成 栽 培 ナ ス 等 の 育 苗 は 発 生 ほ 場 の 近 く で 行 わ な い 。 ま た 、 施 設 の 開 口

部 に 防 虫 ネ ッ ト を 展 張 し 、 成 虫 の 飛 び 込 み を 防 ぐ 。  

    ②  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め に 、 同 一 系 統 の 薬 剤 は 連 用 し な い 。  

    ③  発 生 が 多 い 場 合 は ４ ～ ５ 日 間 隔 で ２ 回 以 上 、 薬 剤 を 散 布 す る 。  

 

 ４ ． ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 ： 発

生 ほ 場 率 １ ％ 、 生 息 葉 率 0.1％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に 準 ず る 。  

 

 ５ ． シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  



  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ８ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀 の 川 市 30 頭

（ 平 年 22.9 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  幼 虫 が 中 ～ 老 齢 期 に な る と 薬 剤 感 受 性 が 著 し く 低 下 す る の で 、 若 齢 期

（ ふ 化 幼 虫 の 集 団 の 食 害 に よ る 白 変 葉 が み ら れ た と き ） の 防 除 を 心 が け

る 。  

    ②  抑 制 栽 培 エ ン ド ウ で は 、 ウ イ ル ス 病 、 鳥 害 や 防 風 対 策 を 兼 ね て 、 は 種 後

40～ 50 日 間 寒 冷 紗 ま た は 防 虫 ネ ッ ト で 被 覆 す る と 被 害 が 軽 減 さ れ る 。  

 

 ６ ． ハ ス モ ン ヨ ト ウ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 の 露 地 栽 培 ナ ス に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は ０ ％ （ 平 年 １  

     ％ ） で あ っ た 。  

    ②  フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ８ 月 １ ～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 和 歌 山 市 172 頭

（ 平 年 107.9 頭 ） 、 紀 の 川 市 597 頭 （ 平 年 104.3 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ に 準 ず る 。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

 １ ． 黒 点 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 （ 海 南 市 下 津 町 ） 、 県 中 部 、 県 南 部 （ 田 辺 市 ） に お け る ８ 月 中 旬

     の 発 生 ほ 場 率 は 39％ （ 平 年 42％ ） 、 発 病 果 率 は 6.4％ （ 平 年 10.7％ ） で

     あ っ た 。  

    ②  ８ 月 中 旬 の 降 水 量 が 平 年 に 比 べ て 多 か っ た 。  

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ８ 月 中 下 旬 に 防 除 で き な か っ た ほ 場 で は 、 ９ 月 上 旬 に 早 急 に 防 除 を 行  

     う 。  

    ②  伝 染 源 と な る 枯 枝 や 剪 定 枝 の 処 理 を 徹 底 す る 。  

 

 ２ ． か い よ う 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量 （ 果 実 お よ び 夏 秋 梢 ）  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 （ 海 南 市 下 津 町 ） 、 県 中 部 、 県 南 部 （ 田 辺 市 ） に お け る ８ 月 中 旬

     の 春 葉 病 斑 の 発 生 ほ 場 率 は 20％ （ 平 年 30％ ） 、 発 病 葉 率 は 0.4％ （ 平 年  

     1.3％ ） で あ っ た 。  

    ②  ８ 月 中 旬 の 降 水 量 が 平 年 に 比 べ て 多 か っ た 。  

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  罹 病 性 品 種 の 場 合 、 付 傷 す る と 果 実 発 病 の お そ れ が あ る 。 台 風 の 接 近 等

     で 強 風 雨 が 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 事 前 に 薬 剤 散 布 を 行 う 。  

    ②  夏 秋 梢 の 病 斑 は 翌 春 の 主 要 な 伝 染 源 に な る の で 、 ９ 月 以 降 翌 春 ま で に 剪

     除 す る 。  



  

 

 ３ ． ミ カ ン ハ ダ ニ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 （ 海 南 市 下 津 町 ） 、 県 中 部 、 県 南 部 （ 田 辺 市 ） に お け る ８ 月 中 旬

     の 発 生 ほ 場 率 は 11％ （ 平 年 19％ ） 、 発 生 葉 率 は 1.4％ （ 平 年 4.2％ ） 、  

     100 葉 あ た り の 雌 成 虫 数 は 2.1 頭 （ 平 年 12.9 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  薬 剤 抵 抗 性 の 発 達 を 遅 ら せ る た め 、 同 一 系 統 の 薬 剤 を 年 間 に ２ 回 以 上 使

     用 し な い 。  

    ②  ミ カ ン サ ビ ダ ニ の 発 生 が 認 め ら れ る ほ 場 で は 、 ミ カ ン ハ ダ ニ と ミ カ ン サ

     ビ ダ ニ の 両 種 に 適 用 の あ る 有 効 薬 剤 を 選 択 す る 。  

 

 ４ ． チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 （ 海 南 市 下 津 町 ） 、 県 中 部 、 県 南 部 （ 田 辺 市 ） に お け る ８ 月 中 旬

     の 果 実 の 被 害 ほ 場 率 は 9％ （ 平 年 26％ ） 、 100 果 あ た り の 生 息 虫 数 は 0.1

     頭 （ 平 年 0.0 頭 ） で あ っ た 。  

    ②  予 察 ほ 場 （ 無 防 除 ） に お け る 黄 色 粘 着 ト ラ ッ プ に よ る ８ 月 １ ～ 20 日 の 誘

     殺 数 は 由 良 町 62 頭 （ 平 年 271 頭 ） 、 有 田 川 町 57 頭 （ 過 去 ７ 年 の 平 均 61  

頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  ８ 月 中 旬 以 降 に 有 効 な 殺 虫 剤 を 散 布 し て い な い ほ 場 お よ び 夏 秋 梢 の 多 い

     ほ 場 で は 、 ９ 月 の 発 生 状 況 を よ く 観 察 し 、 成 幼 虫 の 生 息 果 率 が 15%以 上 の

     場 合 は 薬 剤 防 除 を 行 う 。  

 

＜カ  キ＞  

 １ ． 炭 疽 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 、 「 富 有 」 12％ （ 平 年 ６ ％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ０ ％ （ 平 年 １ ％ ） で あ っ た 。  

    ②  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 病 果 率 は 、 「 富 有 」 2.2％ （ 平 年 0.2％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ０ ％ （ 平 年 0.0％ ） で あ っ た 。  

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  発 病 枝 や 発 病 果 が み ら れ る 場 合 は 剪 除 す る 。  

    ②  降 雨 が 続 く 場 合 は 追 加 防 除 を 行 う 。 ま た 、 台 風 が 接 近 す る 場 合 は 事 前 に

     薬 剤 を 散 布 し 、 で き な か っ た 場 合 は 台 風 通 過 後 速 や か に 散 布 す る 。  

    ③  密 植 ほ 場 や 風 通 し の 悪 い 場 所 は 発 病 し や す い の で 、 ほ 場 内 の 通 風 ・ 採 光

を は か り 、 薬 液 を か か り や す く す る 。  

   

 ２ ． う ど ん こ 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  や や 少  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 「 富 有 」 47％ （ 平 年 71％ ） 、  

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ６ ％ （ 平 年 21％ ） で あ っ た 。  

    ②  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 病 葉 率 は 「 富 有 」 7.4％ （ 平 年 8.4％ ） 、  

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 0.4％ （ 平 年 1.4％ ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  病 原 菌 は 葉 裏 の 気 孔 か ら 侵 入 す る の で 、 葉 裏 に 丁 寧 に 薬 液 を 散 布 す る 。  



  

    ②  秋 季 に な り 気 温 が 低 下 す る と 再 び 病 勢 が 増 す の で 、 二 次 伝 染 防 止 に 努 め

     る 。  

 

 ３ ． 円 星 落 葉 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 、 「 富 有 」 ０ ％ （ 平 年 ２ ％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ０ ％ （ 平 年 ３ ％ ） で あ っ た 。  

    ②  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 病 葉 率 は 、 「 富 有 」 ０ ％ （ 平 年 0.0％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ０ ％ （ 平 年 0.1％ ） で あ っ た 。  

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  樹 勢 が 低 下 す る と 発 病 が 助 長 さ れ る た め 、 適 切 な 肥 培 管 理 や 水 分 管 理 を

     心 が け 樹 勢 維 持 に 努 め る 。  

  

 ４ ． 角 斑 落 葉 病  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 、 「 富 有 」 ０ ％ （ 平 年 ０ ％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ６ ％ （ 平 年 １ ％ ） で あ っ た 。  

    ②  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 病 葉 率 は 、 「 富 有 」 ０ ％ （ 平 年 ０ ％ ） 、  

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 0.1％ （ 平 年 0.0％ ） で あ っ た 。  

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  樹 勢 が 低 下 す る と 発 病 が 助 長 さ れ る た め 、 適 切 な 肥 培 管 理 や 水 分 管 理 を

     心 が け 樹 勢 維 持 に 努 め る 。  

    ②  本 病 は 二 次 伝 染 を 繰 り 返 す の で 、 10 月 上 旬 ま で 防 除 を 励 行 す る 。  

  

 ５ ． フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 、 「 富 有 」 59％ （ 平 年 70％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 29％ （ 平 年 25％ ） で あ っ た 。  

    ②  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の 寄 生 果 率 は 、 「 富 有 」 3.9％ （ 平 年 8.6％ ） 、

     「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 1.6％ （ 平 年 1.0％ ） で あ っ た 。  

    ③  ９ 月 の 気 象 予 報 に よ る 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  主 に 果 実 と へ た の 間 隙 部 に 寄 生 し て い る の で 、 薬 液 が こ の 部 分 に か か る  

     よ う に 丁 寧 に 散 布 す る 。  

 

＜果樹全般＞ 

 １ ． カ メ ム シ 類  

  （ １ ） 予 報 内 容   発 生 量  並 ～ や や 多  

  （ ２ ） 予 報 の 根 拠  

    ①  県 北 部 に お け る ８ 月 中 旬 の カ キ の 被 害 果 率 は 、 「 富 有 」 ０ ％ （ 平 年 3.4

％ ） 、 「 刀 根 早 生 」 ・ 「 平 核 無 」 ０ ％ （ 平 年 0.5％ ） で あ っ た 。  

    ②  紀 の 川 市 粉 河 の 予 察 灯 に よ る ８ 月 １ ～ 25 日 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ

メ ム シ が 758 頭 （ 平 年 620 頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 151 頭 （ 平 年 230

頭 ） で あ っ た 。  

    ③  有 田 川 町 奥 の 予 察 灯 に よ る ８ 月 １ ～ 25 日 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ

     ム シ が 202 頭 （ 過 去 ７ 年 の 平 均 840 頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ 74 頭 （ 同 187 

頭 ） で あ っ た 。  



  

    ④  み な べ 町 東 本 庄 の 予 察 灯 に よ る ８ 月 １ ～ 25 日 の 誘 殺 数 は 、 チ ャ バ ネ ア オ

     カ メ ム シ が 3,693 頭 （ 平 年 1,310 頭 ） 、 ツ ヤ ア オ カ メ ム シ が 714 頭 （ 平 年

     693 頭 ） で あ っ た 。  

  （ ３ ） 防 除 上 考 慮 す べ き 諸 点  

    ①  果 樹 カ メ ム シ 類 の 飛 来 時 期 ・ 量 は ほ 場 間 差 が 大 き く 、 特 に 山 林 隣 接 ほ 場

で は 早 く か ら 被 害 が 出 や す い 。  

    ②  ほ 場 内 で の 発 生 及 び 被 害 状 況 を よ く 観 察 し 、 防 除 は 発 生 に 応 じ て 早 め に

行 う 。  

    ③  カ キ で は 「 富 有 」 、 カ ン キ ツ で は 収 穫 時 期 の 早 い 極 早 生 品 種 で 被 害 が 大

     き い た め 発 生 に 注 意 す る 。  

    ④  台 風 通 過 後 や 強 風 後 に 一 時 的 に 飛 来 が 多 く な る こ と が あ る の で 、 ほ 場 内

で の 発 生 に 注 意 す る 。  

    ⑤  令 和 ３ 年 ８ 月 24 日 発 表 の 病 害 虫 防 除 技 術 情 報 （ 第 ８ 号 ） を 参 照 す る 。  

    ⑥  今 後 の 発 生 動 向 に つ い て は 、 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ 内 農

     作 物 病 害 虫 防 除 所 の 果 樹 カ メ ム シ 情 報 や 、 各 地 域 の 振 興 局 農 業 水 産 振 興   

課 、 Ｊ Ａ 等 の 情 報 を 参 考 に す る 。  

 

 

  本 情 報 は 、 下 記 の 方 法 で も ご 覧 頂 け ま す 。  

 ○ 農 業 環 境 ・ 鳥 獣 害 対 策 室 ウ ェ ブ ペ ー ジ    <農 作 物 病 害 虫 防 除 所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/ 

        boujyosyo-yosatsujyouhou.html 

 ○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ    <わ か や ま 県 政 ニ ュ ー ス > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/ 

 

 ※ 詳 し く は 、 農 作 物 病 害 虫 防 除 所 の 各 担 当 ま で お 願 い し ま す 。  

   水 稲 、 野 菜 、 花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL  07 36-6 4-23 00 

   カ ン キ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL  07 37-5 2-43 20 

   カ キ 、 モ モ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 07 36-7 3-22 74 

   ウ メ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL  07 39-7 4-37 80 

 


